









一一一一一一一 一【 4 】一一一一一一 一一一十一一十







昭和 37 年 2 月 27 日
工学研究科通信工学専攻











1 スタ・フリップ・フロップ回路，第 I 部トランジスタ・スイッチ|且路の制御装置への応用よりなっている。




第 I 部はトランジスタ・フリップ・フロップ回路の解析，ならびに設計についてでみって 2 章よりなっ
ている。




第 2 章は，ダフソレベース・ダイオードを月j いた 2 安定 l [I_l路を詳細に検討した結果，ダブルベース・ダイ
オードが遮断領域でドレイン効果による電流増幅作用を有することを発見したので，この効果を考慮した




第 I 部はトランジスタ・スイッチ回路の制御装置への応用に関する研究結果であって， 2'章よりなって
し、るの



















第 1 章はミノノレスキおよびパリーズの論文をもとにして， 2 次フリップ・フロップ・モデルのトリガ・
スイッチ駆動特性を解析する方法を紹介して，木論文記述の準備を行なっている白
第 2 章は夕、、ブ‘ Jレ・ベース・ダイオード 2 安定回路の駆動特性について述べたものであるのダブソレ・ベー

























p-n-p と n-p-n トランジスタ 1 個づつを組合せてトランジスタの性質を利用して複流を発生する直流結
合飽和増巾器を考案し製作して検討を行い，この種スイッチを直接伝送線路に接続しでも十分使用できる
ことを見出した口しかしこの回路は一種の飽和増巾器であるために入力信弓-が十分の大きさとならない限
り出力信号に歪を発生する欠点を生じるので，著者はさらに研究を進め，小さい入力信号に対しても十分
動作し，出力電圧の大きな複流を発生する 2 安定回路を考案しその設計法を導いたり
第 2 章は不連続自動制御への応用に関するものである口不連続制御系の研究ではすでにフリュゲ・ロッ
ツの業績があるがその解析検討はすべてスイッチが対称性をもつものと仮定しているの航空機， ミサイ jレ，
ロケットなどの制御機構には， トランジスタや真空管が用いられ，そのスイッチ|旦|路からの出力が対称i性
をもたないことがある。非対称性は最初設定されたときからある程度在在することもあるし，また動作中
{可らかの事故で発生することもある凸このよう広場合に系がどのような応答を示すかについては未だ研究
がなされていな ~ìO
著者はこの点に着目してトランジスタや他の電子素子を用いたスイッチ回路からの出力や，操作量発生
装置からの出力が非対称であるときの 2 次の制御系の応答を解析し，非対称性は系に何らの有害な作用を
与えないだけではなしこれを適当に利用すること例えば方-の操作量の大きさに制限があるとき他方の
操作事;をできるだけ大きくすることによって応答速度を速くすることができる利点のあることを見出したσ
以上述べたように著者はトランジスタ・スイッチ回路とその制御装置への応用について幾多の新らしい
研究結果を得て通信工学の発展に寄与したところは大きい白よって本論文は博土論文として価値あるもの
と認める。
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